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▼
研
究
ノ
ー
ト
は
、
例
年
通
り
、
研
究
員
諸
師
の
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
成
果
を
収
録
し
て
お
り
ま
す
。
現
宗
研
の
「
研
究
例
会
」
に
於

い
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
現
宗
研
内
の
研
究
調
査
分
担
に

よ
る
も
の
、
研
究
員
個
人
の
研
究
課
題
に
の
っ
と
っ
た
も
の
な
ど
、

現
宗
研
の
研
究
調
査
内
容
の
多
様
さ
の
一
端
を
も
垣
間
見
て
い
た

だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
ミ
ニ
講
演
と
し
て
、
二
つ
の
講
演
を
収
録
し
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
に
行
わ
れ
た
現
宗
研
の
全
体
会

議
に
於
け
る
、
立
正
大
学
法
学
部
早
川
誠
教
授
の
「
現
代
か
ら
み

る
石
橋
湛
山
」
で
す
。
早
川
先
生
は
、
立
正
大
学
創
立
百
四
十
周

年
記
念
誌
『
立
正
大
学
の
百
四
十
年
』
で
「
第
十
六
代
学
長
石
橋

湛
山
研
究
」
の
項
の
執
筆
を
御
担
当
さ
れ
た
方
で
す
が
、
三
原
所

長
の
「
震
災
後
の
復
興
の
教
化
学
の
た
め
に
は
石
橋
湛
山
の
再
評

価
が
必
要
」
と
の
意
図
か
ら
御
依
頼
し
た
も
の
で
す
。

　

も
う
一
本
は
、
五
月
に
行
わ
れ
た
教
化
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
に

於
け
る
、
朝
日
新
聞
宮
本
茂
頼
記
者
の
「
駆
け
出
し
宗
教
担
当
者

か
ら
見
た
仏
教
界
の
常
識
・
非
常
識
」
で
す
。
現
宗
研
の
掲
げ
る

教
化
学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
「
世
間
の
ま
な
ざ
し
」
を
考
え
る

機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

編
集
後
記

▼
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。「
現
代
宗
教
研
究
」
第
四
十
八
号

を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
第
四
十
六
回
中
央
教
化
研
究
会
議
は
、「
三
・
一
一
後
の
『
立

正
安
国
』
を
考
え
る
─
復
興
の
教
化
学
の
構
築
の
た
め
に
Ⅱ
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
原
発
問
題
を
教
化
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
を

企
図
し
ま
し
た
。
前
年
と
同
一
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
の
中
央
教
研
は
、

初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　
「
第
四
十
五
回
中
央
教
研
の
テ
ー
マ
を
継
承
し
た
教
区
教
研
の

開
催
を
」
と
の
現
宗
研
の
呼
び
掛
け
に
応
え
て
開
催
さ
れ
た
五
教

区
の
教
研
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
教
区
教
研
と
中
央
教
研
と

の
関
係
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
互

い
が
刺
激
し
合
っ
た
一
例
と
な
ろ
う
か
と
も
思
い
ま
す
。
三
原
所

長
の
基
調
講
演
、
各
分
科
会
報
告
を
含
め
、
是
非
御
一
読
下
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
中
央
教
研
で
は
、
原
発
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
文
を

検
討
し
ま
し
た
が
、
未
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
辺
り
の
経
緯

を
含
め
、「
宗
報
」（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
号
〜
）
所
載
「
現
宗

研
だ
よ
り
」
の
「
原
発
と
中
央
教
研
」
を
御
参
照
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
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▼
第
二
十
四
回
「
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
・
日
蓮
教
団
論
セ
ミ
ナ

ー
」
は
、「
教
団
と
原
発
─
教
団
の
意
思
表
明
を
考
え
る
」
を
テ

ー
マ
と
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

原
発
問
題
に
つ
い
て
声
明
を
発
表
し
た
教
団
・
組
織
か
ら
、
前

全
日
仏
事
務
総
長
戸
松
義
晴
師
、
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
主

任
研
究
員
竹
内
弘
道
師
、
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
研
究
員
武
田

未
来
雄
師
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
団
・
組
織
に
於

い
て
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
、
声
明
を
発
表
す
る
に
至
っ

た
背
景
や
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
、
社
会
的
な
問
題
に
つ
い
て
教
団

と
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
の
意
味
、
教
団
内
の
意
思
統

一
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
、
教
団
の
存
立
の
仕
方
を
見
つ
め
直
す

機
会
と
す
べ
く
企
画
し
た
も
の
で
す
。
御
高
覧
く
だ
さ
い
。

▼
研
究
・
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
は
、
国
内
宗
教
研
究
Ⅰ
の
チ

ー
ム
よ
り
の
報
告
を
収
録
し
ま
し
た
。�

（
Ｔ
・
Ｓ
生
）
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